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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を収め、当該発光素子の光を放射する開口を前面に有し、外表面には放熱フィ
ンを備えた放熱体と、
　前記発光素子の電源回路を収納し、外表面に放熱フィンを備えた電源ケースと、
　前記電源ケースに設けられた取付アームと、を備え、
　前記電源ケースは、前記放熱体からみて前記取付アームが延びる側に前記放熱体の放熱
フィンとの間に空間をあけて設けられ、前記放熱体から連続し、背面の側に斜めに延びて
設けられている
　ことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　狭角配光を形成する凹状の反射鏡が前記発光素子を囲うように前記放熱体に設けられ、
当該反射鏡の先端部を前記放熱体の前面の開口から突出させ、当該放熱体の背面の側に向
かって斜めに延びるように前記電源ケースを設けたことを特徴とする請求項１に記載の照
明器具。
【請求項３】
　前記放熱体の底面は器具光軸と略平行であり、
　前記電源ケースは、前記底面に対して略４５度の角度で延びていることを特徴とする請
求項１または２に記載の照明器具。
【請求項４】
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　前記放熱体は、互いに異なる角度で形成された前記放熱フィンを備えていることを特徴
とする請求項１～３のいずれかに記載の照明器具。
【請求項５】
　前記放熱体の前記前面の開口を覆うグローブを備えることを特徴とする請求項１～４の
いずれかに記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子を光源とする照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、発光素子たる複数のＬＥＤを光源に備えた照明器具が知られている。この種の照
明器具では、ＬＥＤを収めた光源ケースと、電源回路を収めた電源ケースとを一体に形成
した照明器具本体を備えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１９８９５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、光源ケースと電源ケースを一体に照明器具本体として構成した場合、光
源ケースと電源ケースとが熱的に結合し、例えば電源ケースにあっては、ＬＥＤの熱が伝
熱し電源回路に熱的損傷が生じる等の問題がある。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、光源ケースと電源ケースの間の
熱的な影響を抑えることができる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、発光素子を収め、当該発光素子の光を放射する
開口を前面に有し、外表面には放熱フィンを備えた放熱体と、前記発光素子の電源回路を
収納し、外表面に放熱フィンを備えた電源ケースと、前記電源ケースに設けられた取付ア
ームと、を備え、前記電源ケースは、前記放熱体からみて前記取付アームが延びる側に前
記放熱体の放熱フィンとの間に空間をあけて設けられ、前記放熱体から連続し、背面の側
に斜めに延びて設けられていることを特徴とする照明器具を提供する。
【０００８】
　また本発明は、上記照明器具において、狭角配光を形成する凹状の反射鏡が前記発光素
子を囲うように前記放熱体に設けられ、当該反射鏡の先端部を前記放熱体の前面の開口か
ら突出させ、当該放熱体の背面の側に向かって斜めに延びるように前記電源ケースを設け
たことを特徴とする。
　本発明は、上記照明器具において、前記放熱体の底面は器具光軸と略平行であり、前記
電源ケースは、前記底面に対して略４５度の角度で延びていることを特徴とする。
【０００９】
　また本発明は、上記照明器具において、前記放熱体は、互いに異なる角度で形成された
前記放熱フィンを備えていることを特徴とする。
【００１０】
　また本発明は、上記照明器具において、前記放熱体の前記前面の開口を覆うグローブを
備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明の照明器具によれば、発光素子の熱を放熱する放熱体の放熱フィンと空間をあけ
て電源ケースが取付けられているので、放熱体と電源ケースの熱的な結合が弱められ、両
者の間の熱的な影響が抑えられる。これにより、照明器具の小型化・軽量化につながり、
また放熱効率が向上したことで、低ワット化・省エネに繋がる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る投光器の斜視図である。
【図２】投光器の構成図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は底面図、（
Ｄ）は側面図である。
【図３】投光器の背面図である。
【図４】図２（Ａ）のＩＶ－ＩＶ矢視断面図である。
【図５】図２（Ａ）のＶ－Ｖ矢視断面図である。
【図６】ＬＥＤモジュールの平面図である。
【図７】投光器本体及び電源ケースの回動範囲について説明する模式図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る投光器の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。なお、以下では、照明器具
の一態様である投光器を例にして本発明を説明する。
［第１実施形態］
　図１は本発明の第１実施形態に係る投光器１の斜視図である。図２は投光器１の構成図
であり、図２（Ａ）は正面図、図２（Ｂ）は平面図、図２（Ｃ）は底面図、図２（Ｄ）は
側面図である。図３は投光器１の背面図であり、図４は図２（Ａ）のＩＶ－ＩＶ矢視断面
図である。図５は図２（Ａ）のＶ－Ｖ矢視断面図である。
　本実施形態の投光器１は、屋外に設置されて、数十～数百メートル離れた遠方を照明す
る照明器具である。この投光器１の配光は、１／２ビーム角が５～８度ほどの狭角配光で
あり、遠方での照射スポット径の拡がりが抑えられることで、当該遠方での照度が高めら
れている。
【００１４】
　図１～図４に示すように、この投光器１は、光源を収めた器具本体としての投光器本体
３と、光源に電力を供給する電源ケース５と、投光器本体３を設置箇所に取り付けるため
の取付アーム７とを備えている。
　投光器本体３は、光源を収めるケース体としての機能、及び放熱機能を備えた放熱体９
と、この放熱体９の前面を覆う前面カバー１１（グローブ）とを備えている。
　放熱体９は、高い熱伝導性を有する材料を用いたダイキャスト成形等で形成されており
、外表面に多数の垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フィン２３が一体に形成され、その
内部には、図４に示すように、光源としての複数のＬＥＤモジュール２５、及び光学素子
としての複数の反射鏡２６が収められている。
【００１５】
　反射鏡２６は、略回転放物面形状に形成され、その内面は回転放物反射面３２に形成さ
れている。この投光器１では、図２（Ａ）に示すように、放熱体９には、２つの反射鏡２
６が横並びに収められている。このため、放熱体９は正面視では、２つの反射鏡２６が収
められる程度の横長楕円形に形成され、平面視、及び側面視では、図１、図２（Ｂ）及び
、図２（Ｄ）に示すように、正面側から背面側にかけて、反射鏡２６の縮径に合わせるよ
うに、横幅、及び縦幅が次第に狭められた形状の椀状に形成されている。
【００１６】
　放熱体９の内部の底（以下、「内底」と言う）９Ａは、正面視略矩形の平らな面に形成
されており、この内底９ＡにＬＥＤモジュール２５が配置されている。このＬＥＤモジュ
ール２５は、図２（Ａ）に示すように、横長矩形のＬＥＤ実装基板３１を有し、実装面３
１Ａには、光源たる発光素子としての２つのＬＥＤパッケージ２９が設けられている。そ
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して、ＬＥＤパッケージ２９のそれぞれごとに、上記反射鏡２６が設けられている。
　すなわち、反射鏡２６の基端部側には、光軸Ｋに対応する箇所に開口３５が設けられて
おり、この開口３５からＬＥＤパッケージ２９の発光部３０を内部に導入するように反射
鏡２６が設けられている。反射鏡２６の中において、発光部３０は、回転放物反射面３２
の略焦点位置に配置され、これにより、発光部３０の光が回転放物反射面３２によって略
平行光化されて放射されることとなる。
【００１７】
　反射鏡２６の回転放物反射面３２は、上述の通り、１／２ビーム角が５～８度ほどの狭
角配光を得るものであり、このような配光を得るために、通常の回転放物面鏡に比べ、開
口端の径に対し回転中心軸（光軸Ｋ）に沿った全長が比較的長く形成されている。
　詳述すると、反射鏡２６から放射される光には、回転放物反射面３２での反射で平行光
化された反射光成分と、回転放物反射面３２に入射せずに直接出射された直接光成分とが
含まれる。この直接光成分は、所定の拡がり角で拡がる光であり、その拡がり角の最大角
θ１は、発光部３０から先端開口３３の縁に向かう光の照射方向と、光軸Ｋとが成す角に
よって概ね規定される。
【００１８】
　すなわち、回転放物反射面３２の全長が短いほど、最大角θ１が大きくなることから、
反射鏡２６から放射される光の１／２ビーム角は大きくなる。そこで、この回転放物反射
面３２では、回転放物反射面３２の全長を延ばして最大角θ１を小さくすることで、１／
２ビーム角を５～８度の小さな値に収めるようにしている。
　また、回転放物反射面３２の全長が延びることで、反射鏡２６の放射光に占める反射光
の成分が増え、直接光成分が少なくなる。このように直接光成分が少なくなることで、回
転放物反射面３２による制御を受けていない光成分、すなわち非平行成分が少なくなるた
め、照射スポットの輪郭のボケが抑えられる。
【００１９】
　このように全長が長い反射鏡２６は、放熱体９に、その全長の全てが収められるのでは
なく、その基端部側から中程（中間地点）までが収められ、この放熱体９の前面の開口１
０からは反射鏡２６の中程（中間地点）から先端までを突出させている。
　前面カバー１１は、放熱体９の開口端９Ｂに装着され、開口１０から突出した反射鏡２
６を覆う透明樹脂製の略筒状の部材である。図４に示すように、反射鏡２６の先端開口２
６Ａは、前面カバー１１の裏面に近接し、反射鏡２６の先端開口３３から出射される光は
、その径を殆ど変わらない状態で前面カバー１１の正面１１Ａに入射し、当該前面カバー
１１の正面１１Ａから出射される。すなわち、この前面カバー１１の正面１１Ａが投光器
１の出射面と見なすこともできる。
【００２０】
　ここで、この投光器１は、遠方を高い照度でスポット照明可能にすべく、ＬＥＤパッケ
ージ２９には高出力型のものが用いられている。
　図６は、係るＬＥＤパッケージ２９を備えたＬＥＤモジュール２５の平面図である。
　ＬＥＤパッケージ２９は、多数のＬＥＤ２７（発光素子）を密集配置したチップオンボ
ード（ＣＯＢ）構造のパッケージであり、正面視略四角形形（円形も有り得る）の面状の
発光部３０を有している。
　一般に、ＣＯＢ構造のＬＥＤパッケージ２９は、多数のＬＥＤ２７が密集配置されてい
ることから大光量で輝度が高く、さらに、これらのＬＥＤ２７を最大出力で点灯駆動した
ときの発光効率の低下が小さい。したがって、このＬＥＤパッケージ２９を投光器１の光
源とすることで、大光量を高発光効率で得られることとなる。
【００２１】
　ただし、係るＬＥＤパッケージ２９は発熱量も大きい。そこで、このＬＥＤモジュール
２５では、絶縁性が高く、かつ高熱伝導性のセラミック基板が上記ＬＥＤ実装基板３１に
用いられている。さらに、この投光器１では、このＬＥＤ実装基板３１を放熱体９の内底
９Ａに接触させて配置することで、ＬＥＤパッケージ２９の熱を放熱体９に効率良く伝熱
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させることとしている。
【００２２】
　放熱体９の外表面には、上記の通り、多数の垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フィン
２３が一体に形成されており、ＬＥＤパッケージ２９から放熱体９に伝えられた熱は、こ
れら垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フィン２３から空気中に放熱される。
　垂直放熱フィン２１は、図２（Ｄ）、及び図３に示すように、放熱体９の上面１５から
背面１２、及び底面１３にかけて延びた多数のフィンを幅方向に並設したものである。こ
れら垂直放熱フィン２１の各フィンは、鉛直方向に立設することで、図３の矢印Ａで示す
ように、底面１３の熱気が垂直放熱フィン２１の間の隙間を伝って上昇し、背面１２の側
にスムーズに導かれる。これにより、底面１３の側に熱気が籠もることがなく、底面１３
の側での放熱性能の低下が防止される。
【００２３】
　ただし、屋外照明においては、この投光器１が放熱体９の側面１７を地面側に向けて、
垂直に立てた状態で設置され、使用される場合もある。
　このような立て置き設置の場合、これら垂直放熱フィン２１は水平方向に延び、それぞ
れが上下に重なるため、熱気の上昇が阻害され、各垂直放熱フィン２１の間に熱気が滞留
して放熱性能が低下する。
　そこで、立て置き設置においても、放熱体９の冷却性能が維持されるように、この放熱
体９には、垂直放熱フィン２１に対して異方向に延びる水平放熱フィン２３が設けられて
いる。
　詳述すると、水平放熱フィン２３は、図２（Ｂ）、及び図３に示すように、放熱体９の
左右の側面１７のそれぞれに、前後にかけて延び、これが上下に並設されている。立て置
き設置された状態では、水平放熱フィン２３が鉛直方向に延びるため、図３の矢印Ｂで示
すように、各水平放熱フィン２３の間を伝って熱気が上昇し、これらの間に熱気が籠もる
ことがなく、放熱体９の冷却性能が維持される。
【００２４】
　このように、投光器１の設置姿勢によって、垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フィン
２３のどちらが主に放熱に寄与するかが変わる。この投光器１では、図３に示すように、
垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フィン２３の両方がＬＥＤパッケージ２９に対応する
位置まで延在することで、放熱に寄与するフィンが垂直放熱フィン２１、及び水平放熱フ
ィン２３のどちらであっても、常にＬＥＤパッケージ２９の放熱性能が良好に維持される
ようになっている。
【００２５】
　電源ケース５は、放熱体９と同様に、高熱伝導性を有する材料を用いたダイキャスト成
形によって形成され、投光器本体３の放熱体９の横幅内に収まる幅の略直方体形状に形成
されたケース体である。この電源ケース５には、図４に示すように、電源基板４９が収め
られ、この電源基板４９には、放熱体９に収められたＬＥＤパッケージ２９に電力を供給
する電源回路が搭載されている。
　電源基板４９は、図４に示すように、電源ケース５の下端面５Ｂの側から挿入配置され
、その内部では、上背面４７の側に寄せて配置されている。そして、この上背面４７には
、放熱フィン６１が一体に設けられ、電源基板４９の熱が上背面４７から放熱フィン６１
を伝って放熱される。
　また、下端面５Ｂには、水平方向に延びる複数の放熱フィン６３が設けられており、こ
れによっても、電源ケース５の冷却性能が高められている。
【００２６】
　この電源ケース５は、図２（Ｄ）、及び図４に示すように、上端面５Ａの側が放熱体９
の底面１３における開口端９Ｂ、すなわち投光器本体３からみて前後中程（真ん中あたり
）にボルト１４で連結され、下端面５Ｂの側を放熱体９の背面側に向けて斜め下方に延在
するように取り付けられている。
　より詳細には、放熱体９の底面１３には、放熱体９の先端側であって投光器本体３から
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みて前後中程に、電源ケース５の上端面５Ａを当接させて取り付けるための取付面１３Ａ
が設けられている。この取付面１３Ａは、所定の傾斜で形成され、この傾斜によって電源
ケース５の傾斜が規定されている。
　また、放熱体９の底面１３においては、背面１２から延びた垂直放熱フィン２１が、図
３に示すように、大凡、電源ケース５との連結箇所の近傍まで延在している。
【００２７】
　取付アーム７は、投光器本体３、及び電源ケース５を、図４に示すように、設置対象の
構造物の固定部７０（設置面）に取り付ける部材であり、図１に示すように、一対のアー
ム片５３と、被取付片５５とを備えている。
　一対のアーム片５３は、電源ケース５の両側面のそれぞれに、上端面５Ａの側に設けた
回動軸５１に回動自在に設けられる。このとき、電源ケース５は、放熱体９の取付アーム
側に配置される。被取付片５５は、これら一対のアーム片５３によって支持されるように
一体に設けられ、図２（Ｃ）に示すように、固定部７０に取付けるために用いる溝５５Ａ
及び孔５５Ｂが形成されており、これらを適宜に利用して固定部７０に固定される。
【００２８】
　図７は投光器本体３及び電源ケース５の回動範囲について説明する模式図である。
　図７に示すように、投光器本体３及び電源ケース５は、取付アーム７が取り付けられる
固定部７０の面に光軸Ｋが平行な状態にある平行位置に対して、角度αの範囲内で回動可
能になっている。即ち、投光器本体３から出射する光の光軸Ｋの方向を、角度αの範囲内
で可変できるようになっている。この実施形態では、取付アーム７は、水平に延在する固
定部７０の面に対して取り付けられている。この場合、投光器本体３及び電源ケース５は
、光軸Ｋが水平方向に平行となる平行位置と、光軸Ｋが水平方向に対して斜め上方に角度
αだけ傾斜する傾斜位置との間を回動可能となる。
【００２９】
　投光器１の設置時には、取付アーム７を固定部７０に固定した後、目的の照射方向に合
わせて回動軸５１を軸心に投光器本体３を回動させ、その状態のまま、当該回動軸５１に
設けた保持機構で回動不能に保持する。
　このとき、回動軸５１は、電源ケース５の上端面５Ａの側、すなわち、投光器本体３か
らみた前後中程に設けられることから、投光器１の前後の重量バランスが良好に保たれる
。すなわち、この投光器１では、回動軸５１より後ろ側の重量は、主として放熱体９の重
量、反射鏡２６の基端部から中間地点の重量、及び電源ケース５の重量が寄与し、また前
側の重量は、主として反射鏡２６の中間地点から先端開口３３が寄与する。そして、これ
ら前後のそれぞれの重量モーメントが回動軸５１を中心にバランスするように構成されて
いる。
【００３０】
　ここで、投光器本体３の底面１３の側に設けた直方体形状の電源ケース５が、例えば鉛
直方向に延びた場合、電源ケース５の正面４８が受ける風圧荷重が大きくなる。このため
、投光器１の重量バランスの設計の際に、風圧荷重の重要度が大きくなり、設計が複雑に
なる。
　これに対し、この投光器１では、電源ケース５が投光器本体３の底面１３の中程から、
背後に斜めに延びることで、図４の矢印Ｃで示すように、電源ケース５の正面４８で受け
た空気が滑らかに背後に流されるため風圧荷重が抑えられることとなる。
【００３１】
　この風圧荷重は、電源ケース５が水平に近くなるほど低減される。しかしながら、この
電源ケース５が投光器本体３の中程、すなわち放熱体９の開口端９Ｂから延びているため
、この直上には、図４に示すように、放熱体９の内部に収められたＬＥＤパッケージ２９
、及び垂直放熱フィン２１が位置する。このため、電源ケース５を水平に近付け過ぎると
、これらＬＥＤパッケージ２９、及び垂直放熱フィン２１と電源ケース５が熱的に結合し
、相互に影響を及ぼし合ってしまう。
【００３２】
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　そこで、この投光器１では、投光器本体３に対し、電源ケース５を斜めに延在させるこ
とで、図４及び図５に示すように、投光器本体３の放熱体９の底面１３に延びた垂直放熱
フィン２１と、電源ケース５との間に空間Ｓを設けることとしている。投光器本体３はＬ
ＥＤパッケージ２９の位置に応じた箇所に、一点鎖線の円で示す熱源ＨＡを有し、また、
電源ケース５は、電源基板４９の配置位置に応じた箇所に、一点鎖線の楕円で示す熱源Ｈ
Ｂを有する。熱源ＨＡの熱は、垂直放熱フィン２１に伝導されるが、この空間Ｓによって
放熱体９の底面１３の垂直放熱フィン２１と、電源ケース５との熱的な結合が分断される
ことから、両者間の熱的な影響が抑制される。
【００３３】
　特に、この投光器１が平行位置にある場合、図４及び図５に示すように、電源ケース５
が放熱体９の底面１３に対し、略４５度の角度θ２で延びることで、電源ケース５の正面
４８が受ける風圧荷重の低減と、電源ケース５と放熱体９の垂直放熱フィン２１との間の
熱的結合の抑制との良好なバランスが図れることとなる。
　また電源ケース５の放熱フィン６１は、図４に示すように、その上背面４７からの高さ
Ｔが下端面５Ｂの側で大きく上端面５Ａの側にむかうほど小さくなっている。すなわち、
電源ケース５と放熱体９の間の空間Ｓが狭まるほど、放熱フィン６１の高さＴが小さくな
り、この放熱フィン６１からの放熱が抑えられる。これにより、電源ケース５の放熱性能
と、この電源ケース５と放熱体９の間の熱的結合の良好なバランスが図られている。
【００３４】
　電源ケース５が斜め下方に延在することで、電源ケース５の上背面４７では、電源基板
４９の熱気が上昇し、空間Ｓから外部に逃げる。即ち、水平放熱フィン２３の下方に位置
する上背面４７の部位から放出される電源基板４９の熱気は、図４の矢印Ｄで示すように
、上昇して放熱体９の底面１３に到達したとしても、底面１３から背面１２に沿って上方
に向かい、空間Ｓから外部に逃げる。
　また、垂直放熱フィン２１の下方に位置する上背面４７の部位から放出される熱気は、
図５及び図７の矢印Ｅで示すように、放熱体９の背面１２に設けられた垂直放熱フィン２
１の間を通ってスムーズに上昇を続け、投光器１の上方に向かう。また、熱気の一部が、
底面１３に到達したとしても、放熱体９の底面１３、及び背面１２に設けられた垂直放熱
フィン２１の間を通ってスムーズに上昇を続け、投光器１の上方に向かうことから、放熱
体９への熱的な影響が抑えられることとなる。また、図７の矢印Ｆで示すように、投光器
本体３及び電源ケース５が傾斜位置にある場合でも、上背面４７は、下方に向けられるこ
となく配置されるようになっている。このため、電源基板４９の熱気は上背面４７から上
方に向かい、底面１３に到達するものの、大半の熱気は、垂直放熱フィン２１の間を通っ
てスムーズに上昇を続け、投光器１の上方に向かう。
【００３５】
　さらに電源ケース５が、図２（Ｂ）に示すように、平面視で投光器本体３の背面１２か
ら突出しない程度の長さに形成されているため、投光器本体３が電源ケース５を覆う傘の
機能を果たし、この電源ケース５に放熱フィン６３へのゴミや塵などが入り込むことが防
止される。
【００３６】
　以上説明したように、本実施形態によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、本実施形態の投光器１によれば、電源ケース５が放熱体９の垂直放熱フィン
２１との間に空間Ｓをあけて設けられているので、電源ケース５と放熱体９との間の熱的
結合が抑制され、両者の間での影響が防止される。
【００３７】
　これに加え、本実施形態によれば、電源ケース５が、放熱体９の取付アーム７側に斜め
に取り付けられているので、正面側からの風圧荷重を低減しつつ、上記電源ケース５と放
熱体９の垂直放熱フィン２１との間の空間Ｓを確保できる。
【００３８】
　また本実施形態によれば、狭角配光を形成する回転放物反射面３２を有する反射鏡２６
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がＬＥＤパッケージ２９の発光部３０を囲うように放熱体９に設けられ、当該反射鏡２６
の先端を放熱体９から突出させ、当該放熱体９の開口端９Ｂに電源ケース５を斜めに取付
ける構成とした。
　これにより、反射鏡２６、放熱体９、及び電源ケース５の重量バランスを図りつつ、風
圧荷重を抑え、また放熱体９と電源ケース５の間の熱的な影響を抑制することができる。
【００３９】
　また本実施形態によれば、放熱体９には、垂直放熱フィン２１と、これと異方向に延び
る水平放熱フィン２３とを設けたため、投光器１を縦、横のいずれに設置した場合におい
ても放熱性能の低下が防止される。
【００４０】
　また本実施形態によれば、放熱体９の開口端９Ｂに前面カバー１１がグローブとして設
けられている。これにより、ＬＥＤモジュール２５や反射鏡２６が、外部に露出すること
がなくなるので、これらの部材に、異物が接触するなどして破損することを防止できる。
【００４１】
［第２実施形態］
　図８は本発明の第２実施形態に係る投光器１００の断面図である。
　図８において、投光器１００は、反射鏡２６に代え光学レンズ６５（光学部材）を有す
る他は、第１実施形態の投光器１と同様に構成されている。
　光学レンズ６５は、発光部３０を覆って設けられ、放熱体９の開口１０側に向けられる
制御面３０Ａを有している。光学レンズ６５は、発光部３０の光を、例えば、平行光にし
て開口１０に向かわせる制御を行う。
　この第２実施形態に係る投光器１００によれば、上記第１実施形態と同様の効果が得ら
れる上、光学レンズ６５を用いることで、長尺となる反射鏡に比べ、ＬＥＤパッケージ２
９の光を制御する光学部材の小型化が期待できる。
【００４２】
　なお、上述した実施形態は、あくまでも本発明の一態様を例示したものであって、本発
明の趣旨を逸脱しない範囲で任意に変形、及び応用が可能である。
　例えば上述した各実施態様では、発光素子の一例としてＬＥＤパッケージ２９を例示し
たが、これに限らず、有機ＥＬ等の他の発光素子でも良い。
　また、ＬＥＤパッケージ２９として、ＬＥＤ２７を密集配置したＣＯＢ型のモジュール
を例示したが、これに限らず、ＬＥＤ２７を密集させるものに限定されるものではない。
　また電源ケース５は、その中に電源基板４９を上背面４７の側に寄せて収め、この上背
面４７に放熱フィン６１を設ける構成としたが、これに限らない。すなわち、前掲図６に
破線で示すように、電源ケース５の正面４８に放熱フィン６１を設け、この正面４８の側
に寄せて電源基板４９を収めても良い。
【符号の説明】
【００４３】
　１　投光器（照明器具）
　３　投光器本体
　５　電源ケース
　７　取付アーム
　９　放熱体
　９Ｂ　開口端
　１１　前面カバー（グローブ）
　２６　反射鏡
　２７　ＬＥＤ（発光素子）
　２１　垂直放熱フィン（放熱体の放熱フィン）
　２３　水平放熱フィン（放熱体の放熱フィン）
　６１，６３　電源ケースの放熱フィン
　４９　電源基板
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　７０　固定部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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